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srHdffrrdeNgl 待 と 澤 界 州 GN , 刀 藻 可 fr 遼 。 の ひざ 旨 は 光 





か い ぞ く と どり で 


海賊 の 砦 と トン ガリ 岩 で 7 つの タマ ゴ を 集め て 、 


り 、 よ う や く た ど り 着 いた 3 つめ の ダン ジョ ン 。 レ ッ ツ ・ ゴ ー ! 


叶 は ぐれ 妖精 を すべ て 集め 
た ら 、 グ レー ト ベ イ の 海岸 
の ヤシ の 木 小島 を フッ クシ 
ョ ッ ト で 渡り 、 妖 精 の 泉 へ 
向かお う 。 受け る ダメ ー ジ 


を 1/ ら 2 に し て も ら え る の だ 1 


二胡 揚 三 六 王 全 導 


人 神 殿 か ら 脱 出し た いと き 
は 、 カ メ の 背中 の 木 に フッ 
クシ ョ ッ ト を 刺し て 背中 に 
乗 ろ う 


ゾー ラ の みさ きか ら カ メ の 背中 に 乗 


電 答 先 


氏 


悪 再 悪名 弄 競 笹部 天 間 再 @ 電 


3 (も ぐれ ば 8、9) の 部 屋 で は 、 プ ロ 





ペラ の 回 転 で 生み 出さ れる 水流 に よ 
進め る 部 屋 と 進め な い 序 屋 に 区 分 
\ る 。 プ ロペ ベラ を 逆 回 転 さ せ 


」 る た め に | は 、 ら の 部 屋 の ツボ か ら 噴 出 
され る 水 が カ ギ を 所 っ て いる ぞ 


の 部 屋 で 語 か 
出し て いる と き に 進め る 通 


ら の 部 屋 で 赤い ツボ が つら 水 が 噴出 
し て いる と き に 進め る 遠 話 
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上 な 同 け て ら の 衣 和信 3 上 精 を 宮 れ 


すい めん 







を 上 段 に は スタ 
ル チ ュ ララ 朋 いる 
の で 、 先 志 倒 し 
て で お こう 。 かい 
スズ スイッチ こら つ 
の 赤い ツボ は 、 
今 は 気 に し な く 
ぐ で も) 








| 3 | 語 ゾー ラリ ンク で 水中 に も ぐる (8 の 部 屋 。 水 庶 は 9 の 部 
“ 屋 )。 情 まで も ぐら ず 、 中 箕 あ た り を 流れ に さか ら わ ず 
泳い で いれ ば 、 自然 と 5 の 部 屋 へ の 通路 に 入る こと が で 


さる 。 浮か べ ば 4 の 部 屋 だ 。 





4 つの 祥 場 の うち 、 水 面 か ら 上 が れる の は 1 つ だ け 。 そ 


た か ら ば こ 


こ か ら 宝 箱 に フッ クシ ョ ツ ト を 刺 せ は 、 マッ プ を ゲッ ト 


点 た た すい ち け 


で きる 。 再び 水中 に も ぐり 、 6 の 水中 通路 を 経由 し た 





7 の 部 屋 へ 泳い で 行こ う 


デキ シー バハ ンド 
を ブー メラ ン で 倒 
し 6 の 通路 へ 。 バ 
イオ デ ク バ バ は 、 
最初 の 1 匹 を 水中 
か ら ブ ー メ ラン で 
倒し 、 葉 の 上 に 乗 
っ て 弓 で 倒 そう 








た こ か ら ば こ か 


宝箱 の 近く に いる ボム チュ ウ を 演 で 倒す (フッ クシ ョ ッ 
ト は 引き 寄せ て し まう の で ダメ )。 宝箱 に フ 
ト を 刺し て 、 コン バス を ゲッ ト 。 水中 に も ぐり 、 小さな 
カギ を ゲッ ト し た ら 、 再び T 字 型 の 足場 に 上 が る 。 水路 


に 飛び 込み 、 8 の 部 屋 へ 戻 ろう 。 


今度 は 水底 まで も ぐる (9 の 部 屋 )。 流れ に 逆らわ な け 
れ ば 、 自 然 に 10 の 部 屋 へ 進 お は ず 。 

























すい めん 


水面 に 浮か び 、 赤い パイ プ を 歩い て 場 に 上 が ろう ( 水 
] 底 は 10 一 水面 は 1 1 一 足場 の 上 は 18)。 寺 い スイ ッ チ 
の 足場 に は 今 は 上 が れ な い 。 1 3 の 部 屋 で アイ テム を 補 
給 し 14 の 部 屋 へ 進 も う 。 





うか い し 


天井 の ワー ト を 見 上 げ て 、 戦 還 開 始 。 本 体 を 守る ピン ク 
の 玉 は 、 バク ダン や 災 の 矢 で は じ け 飛 ば すこ と が で き 
4609 つ ず つ 斬 っ て いる と 手間 が か か る の で 、 3D ステ 

ィ ッ ク くる り で 由 す 回 断り が お すす め 。 仙 せ ば ※ の 拓 
を ゲッ トド | 







舎 目 玉 が むき だ し に な っ た ら 、 弓 で 撃つ 。 ワ 
み で 待ち か まえ 、 こ ちら に 突進 し て きた と き 


が 暴走 し 始め た ら 、 部屋 の す 
を 誠志 ノ 


プッ クシ ョ ッ . 


Z 注 目 は 不 本庄 


ぶた た 


て 、 再び 18 の 部 屋 へ 。 低い 位置 に あ 
有る 邊 参 か ら オク タロ ッ ク を 表 の 失 で 主 つと 、 足場 に する 
こと が で きる 。 そ れ を 利用 し て 中 央 の 台座 へ 上 が り り 、 赤 
い ス イッ チ を 回 そう 。 


争 オ クタ ロッ ク を 走 場 に する 前 に 倒し 
て し まっ て も 、 部 屋 に 入り 直せ ば 復活 
し て いる 。 ス イッ チ を 回 し た 後 は 、 水 
中 に も ぐっ て 8 の 部 屋 に 戻り 、 浮 か 京 
(3 の 部 屋 ) 


















プロ ペ ラ を 渡 り 歩き 、 部 屋 の 奥 へ 。 ハシ コ を : ジ ヤ マ す る 水 
流 を 水 の 矢 で 撃 を て ば 、 水 が 止 ま 1 5 の 部 屋 へ ※ 進め る 。 


あお 


青 テ クタ イト を 弓 で 倒し て お き 、 フッ クタ ショ ッ ト を タル 
に 刺し て 移動 する 。 その 定 場 か ら 、 緑 スイ ッ チ の 台座 へ 
向かう に は 、 水面 に 水 の 矢 を 撃て ば いい 。 氷 の 足場 が で 

さる の で (15 移 ほど で 消え て し まう )、 ら つ ほど 作っ た 
ら ジ ャ ンプ で 渡 ろ う 。 

















界 こ の 部 屋 の 水中 に も ぐれ ば 、 魔 法 
の ツボ や 矢 を 補給 で きる 。 緑 ス イッ チ 
を 回 し た 後 は 、 プ ロペ ラ の ある 8 の 部 
屋 に 戻り 、 水 中 通路 で マッ プ を ゲッ 
ト し た 4 の 部 屋 へ と 進む 





こおり 。 や あし ば 2 
氷 の 矢 で 定 場 を 作り 、 


1 6 の 部 屋 へ 進 も う 。 





ブル ー ー チ ュ チ ュ を 氷 の 矢 で 撃て ば ブロ ッ ク 状 に な る 。 そ 
れ を 押し て 、 台座 に 上 が る た め の 足 場 に し し まう 。 











台座 に 近い 位置 で ブロ ッ ク に 変え 
な いと 、 も と の 姿 に 戻っ て し まう 。 赤 
い ス イッ チ を 回 し た ら 4 の 部 屋 へ 戻 
り 、 バ イオ デ ク バ バ の いた 6 の 水中 通 
| 路 を 経由 し て 、7 の 部 屋 へ 進 も う 





水 の 矢 で 足場 を 作り 、 1 フ の 部 屋 へ 進 お 。 通路 の さか さ 
ツラ ラ は 剣 で 壊し 、 永 を ※ 災 の 矢 で 深 谷 か そう 。 





プッ コー に Z 注目 し て 、 矢 で ダメ ー ー ジ を 与え る 。 天 電 に 
上 が っ て ぷよ ぶよ 氷 (マッ an を た め た ら 、 それ を 
水 の 矢 で 撃つ 。 ぶよ 応 よ 水 が 凍 っ て 、 床 に 落ち て くる の 
旧東 二 り ツウ コー ー を 弓 で 撃つ 。 これ の 繰り 返 し で 勝て る 。 
















争 大 井 の マ ッ ド ゼリー は 、 部 屋 の すみ 
か ら ね ら う こと 。 中 央 に いる と 、 落 下 
し て きた と き に ダメ ー ジ を くら っ て し 
まう 。 倒 じ た ら 、 入 っ て きた 扉 と は 別 
の 扉 が 開く の で 、 ac 
戻る ろう 

















遇 上 が た 


部 屋 の カギ を ゲッ ト し た ら 、 の 電 呈 か ら 表 c 
A み 、 プロ ベラ の ある 8 の 部 屋 へ 。 水 曽 に 上 が り (3)、 
ある ら の 部 屋 へ 戻 ろう 。 人 二 25 時 天 計 p- 
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』 い ツ ボ の うち 、 





の 部 屋 で 赤い スイ ッ チ を 回 し た お か げ で 、 ら つ の 赤 
1 つか ら 水 が 噴出 し て いる は ず 。 その ツ 
ボ の 真 上 に フッ クシ ョ ッ ト の マト が ある の で 、 それ を 利 
用 し て 噴出 する 水 の 上 に 乗り 、 赤い スイ ッ チ の 台座 へ と 
ペペ メ ャ ン 了 し よ 全 赤い スイ ッ チ を 回 す と 、 水車 が 此 ま る 。 





き 水 面 の 黄色 い ス イッ チ を 回 せ ば 、 黄 色 い ツ ボ の 水 が 止ま り 、 赤 い ツ ボ か ら 
噴出 され る 水 に よっ て 、 水 車 が 逆 回 転 する 。 これ で 3 の 部 屋 の 水流 の 向き が 
変わ り 、 進 め な か っ た 通路 へ 入れ る よう に な っ た 。 水面 か ら 入口 むき の 上 下 
リフ ト 、 黄 色 い ツ ボ の 水 を 利用 し て 、 ま た 3 の 部 屋 へ 戻 ろう 








すい ちゅ う 


阿 水中 に も ぐっ て 、 中 段 の 水路 か ら 、 の 部 屋 へ 進む 。 浮 











1 か べ ば 、 大 き な 羽 板 の あ る 19 の 部 屋 だ 。 





間 上 ドリ フト に 乗っ て 、 氷 車 の 支柱 より 高い 位置 まで 上 が 
1 っ た ら 、 流 れる 水 を 氷 の 矢 で 到 つ 。 


ね いた 


奥 の ら 枚 の 羽 板 が い 


い 角 度 で 止ま っ た ら 、 支 欄 に 飛 び 降 り 、 羽 板 の 上 を 歩い 


NN の 部 屋 へ 洲 も う 。 


針 こ れ く らい の 急 角 度 で 
止ま っ て も 、 羽 板 の 上 を 
歩く こと が で きる 。 和 失敗 
し た ら 、 天 井 の 氷 を 火 の 
矢 で 溶 か せ ば いい 。 水 中 
に も ぐれ ば 、 魔 法 の ツボ 
と 矢 を 補給 で きる 














ん じょう こおり ほ の お 


ー ソ ー の 台 台座 に 乗っ て 、 夫 井 の 氷 を ※ 災 の 矢 で 溶 か し 、 


じゅ ん ば ん 


イッチ の へ と 上 か ろう 。 者 婁 えた と き 


は 、 氷 の 矢 で 水流 を 撃 だ て ば や り 直 すこ と が で さる 。 


面 ま ず 1 に 乗っ て 、 天 井 
の 氷 を 炎 の 矢 で 溶かす 。 
次 に ら へ 移り 、 ま た 炎 の 
矢 。 こ れ で 台座 に 上 が れ 
る は ず 。 緑 スイ ッ チ を 回 
し た ら 、 床 に 飛び 降り 、 
最後 に は の 上 か ら 炎 の 矢 
を 夫 井 の 氷 に 撃つ 。 上 段 
か ら 、4 の 部 屋 へ 進 も う 








すい ちゅ う 


水中 に も ぐり MK り 、 9 NM ド の いる 通路 と は 逆 


の 通路 へ (水流 の 向き が 変わ 選 た の で 進む こ に と が で さ 


る )。 プロ ペ ラ の ある 部 屋 の 水底 ( ) に も ぐれ ば 、 当 
の 部 屋 へ 流さ れる は ず 。 浮か べ ば ら 28 の 部 屋 だ 。 


然 に 








人 緑 の ス イッ チ は 、15、 
| つの スイ ッ チ を 軒 し て いれ ば 、 この 部 屋 の 緑 の ツ ボ か ら 








、 そ し て この 部 屋 に ある 。 づ 


ふん し ゆ 


水 が 噴出 する 。 そ の 水 を 足場 に すれ ば 、 ボ ス の 部 屋 へ と 
進 お こと が で きる 。 













の ほう が ラク か も 。 了 工 し た 9、 泳い で 足場 に 戻 ろう 。 “ 


和 坦 か ら Z 注 目 し て 肖 を 撃つ 。 ヒ 
Nm 声 で わか る は すず 。 、 ダ メー ジ を 号 え た ら 


の キキ 


ヒッ ト し た か どう か は 、 


E ま り バ リア 


で は 6 穫 し て いる と 食べ られ て し まう ぞ 。 「 


/ 008 


信 腕 に 自信 が あれ ば 、 最初 


か ら 水 中 に も ぐり 、 プ ー メ 
ラン を くら わせ くも いい 








舎 グ レー ト ベ イ の 神殿 友 
クリ ア し た 状態 で 、 海 
賊 の 此 方 面 に 泳い で い 
けけ ほほ 、 ジャ リプ グー ト し 
ナチ ャ レッ リリ ソ で さき る 


人 イカ ー ナ の 農場 。 ら 日 
目 の 夜 に 隊長 の ポ ボウシ 
を か ぶっ て 、 慕 を あ ば け 
とこ ス タル パピ ビー た 尻 に 命 
流し よう 


還 グレ ー ト ベイ の 神 肛 クリ ア 後 て イカ ー ナ 
渓谷 で ゲッ ト で きる も の を 紹介 し よう ! 


人 き 右 ベー ジマ ッ プ D の 場 
所 に いる アキ ンド ナッ ツ 
に 、 海 の 権利 書 を 濾し 、 
デ ク 花 を 使っ て 向こう 
誠 へ ジャ ンー ソリ 


信 イ カー ナ 古 城 (61 ベ 
ー ジ 参照 )。 城 の 屋上 か 
ら 衝 撃 ス イッ チ を 記 で 
撃ち 、 災 の 消え た デ ク 
花 を 使っ て ゲッ ト 


押 G 区 の カエ ルト に 、 
ゲー ロロ の お 面 で 話し 
が け 、 春 の 山里 に 集 

きせ る 。 カ エル の 
居場所 は 、 洗 濯 場 、 
ボー トク ルー ズ の 億 
中 、 ウ ッ ド フォ ー ル 
の 神殿 、 春 の 山里 、 
グレ ー ト ペイ の 神殿 
だ 。 ゲー 上 自 の お 抽 の 
ゲッ ト 方 法 は 、 話 せ 
ば 長い の で 先月 号 の 
PGI 洲 、13 日 で 衣 
ける 攻略 本 | (B50 
円 で 絶 次 発売 中 ! ) 
を 参照 し て くだ さい 


舎 イ カー ナ 渓 谷 の 幽霊 小 
屋 。 時 間 内 に 四 姉 妹 を 
倒せ ば ゲッ ト 。 前 作 を 
プレ イ し た 人 に は な つか 
し い 、 あ の キャ ラ が 登場 


舗 秘密 の ほこ ら ( 右 ペー 
ンマ ッ プ 参照 )。 た だ し 
ハー ト が 16 個 以上 た ま 
うそ て そし な りり と 、 ゲッ ト で 
き な い 


と と 





ョ ソー | 











ダン ペイ の 小屋 





タル ミナ 平原 へ 






の ZZ が 
基 注 い 墓 
本 目 る 下 
ye 
で 防 な ア 
人 災 の カー テン は 、 ス タル ベビ ー を 倒す と 含 ] 周 する 間 葉 追い つけ ば 、 ス タル ・ キ ー 勝 御 コ イ 
消え る 。 金 則 の 刻 が あれ ば 、 一 瞬 で 倒す タタ と の 戦闘 に な る 。 こ こ は 語 で OK。 隊 長 る / 強 シ 
こと が で きる 。 また 、 ウ サギ ずさん が あれ の ポ ボウシ の 反っ て いる 宝箱 は 、 炎 の 消 示 ッ 添 ナ 
民 、 ガ イコ ツ (スタ ル ・ キ ー タ ) に 引き た アー チ の 上 上 。 フ ッ ク シ ョ ッ ト を 刺し で 、 ク だ ゃ 
離さ れる こと は な い 隊長 の ポポ 上 光 を ゲッ ト し よう 二 全 の 


有 け て さら に 奥 へ 進む と 、 草 大 な ガイ コツ が 眠っ て い 
M め の ソナ タ 」 で 起こ し て や る と 、 道 の 奥 へ と 走っ て 


3 た に は 2 
o まず に その 岩 カベ の 左手 に ある 了 差 を リン ク で よじ の - 
ぼり 、 イ ナ の 墓場 へ 向かお う 。 


有 
イカ ー ナ の を 中 える に 






マッ プ の A 地 点 に ある 高い 岩 力 べ を 越え る に は 、 ガ ロ 
の お 面 が 必要 だ (ガロ の お 面 は 、 ゴー マン トラ ッ ク で 
ゴー マン 兄弟 と の 馬 レ ー ス に 勝て ば ゲッ ト で きる )。 
IN ON 岩 カ べ の 上 の 不思議 な 人 物 が 木 を 出し て くれ る の で 、 
2032 の こき フッ クシ ョ ッ ト を 刺し て 上 が ろう 。 BB 地点 で 、 川 の 中 
09 6 に いる オク タロ ッ ク に 氷 の 矢 を 撃て ば 走 場 に 変わ る 。 
4I を ジル ソリ し と 、 軸 こ う の 民 間 へ 、 そ て か りら リッ 
クタ ジョ ッ ト で 、6 地 貼 まで 上 が れる 。 








、 わき 水 の 洞窟 


イカ ー ナ 古城 べ 


の 姜 場 は 、 後に な る と スタ ル ベ ビ ー た ちがう ろ つ いて 
の ボウ シ を か ぶれ ば 諸 し か ける こと が で きる 。 彼ら 
業 下 へ 。 た だ し 、 あ ば いて も ら え る 草 


人生 条 人 柏 や セー 
ト で きる 。 ま ず は 、 最 初 の 日 に な ば いて も らい 、 墓 下 を 進ん で 
を 覚え よう 。 








> 豆 疹 で 。 の ひさ 遂 は 剖 時 せり U ジ SVK 移 さ NSIO 曽 ご 再 SU , 叶 盤 本 テマ ユ 基 いら 間 当 Sri 如 Ir(T 回 矢 。TrTt@lg 功 院 N 器 中 GtTT の VH 径 諾 RT8-(t 



















月 9 皿 田 の 


し 2 


を 4 人 
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e( 潮 ) NSHH ボ Nd9 ア 











獣 中 「 回 避 」 


下 次 下 ど 州 生 XX 人 4 。 計 へ 出口 X 具 受 


ri 作 思 


還 . て いり 回 五 移 り 灯 


ペー 
と 


se う 同 は 間 韻 涼 人 いさ へ て 徐 回国 二 常 澤 ・ 寸 昔 . 寺 さ 財 滞 避 避 ピー ナ 和 で ざし 本 誕 OSTfTri 人 AH は と 吊 G マ いり 


親方 さま / お 時 び で / 


舎 この 辺り で ガロ の お 面 を か ぶっ て 行動 し 
て いる と 、 ガ ロ が 現れ る 。 襲 っ て くる が 、 
盾 防御 で 転ば せ 剣 で 斬れ ば いい 。 い ろ い 
ろ ヒ ント を 教え て くれ る 


ド は 、 わ き 水 が あふ れ 出 す と 消え て し ま 
う 。 ちな み に 音 楽 が 鳴っ て いな いと き は 、 
ハウ ス に 入る こと が で き な い 


NR ト に 遍 え て あげ る と 、 、 発 へ 夢 め る よう に な る 。 失 
(COW 凍 衝 ケ ッ ト し たら 、 その 部 屋 の 通 下 路 か ら 
イカ ー ー ナ 古城 の 中 庭 こ 進 も う 。 





ミラ ー シ ー ル ド 





信 オ ル ゴ ー ル ハウ ス の 周り を うろ つく ギブ 








6 れ な い 。 





メラ が 清く く 離れ る まで 、 関 の 陵 差 か 
ハウ ス の で 待っ て いれ ば いい 。 地下 に 降り る と 、 突然 ナゾ の 


怪人 に 襲わ れる が 、 こ こ で 攻撃 し て は ダメ 。 「 い や し の 歌 」 を 
球 で れ は 怪人 の 正体 が バ メ ラ の ダ 親 だ っ た こと が わか る 。 お 





お 次 は 、 井戸 の 下 ヘ ゴー。 


* 
揚 て Ke 
ここ で 古 た こと は 信 抑 区 生 て 


包 く な の 


(re 内 対 評 庄 。 
へ EE へ し 寺 き 叶 ア 
S 人 は 慰 じ 層 三洋 只 人 


剛 び せ 如 HuU 測 は 


や ここ 
と 


井戸 の 下 の 最短 攻 路 ルー ト 


井戸 の 下 へ 行く 前 に … 


ピン を 3 個 以 上 持っ て いる こと を お すす めす る 
旬 ク ロッ クタ ウン 銀行 で 160 ル ビー を お ろ し 、 バ 
クダ ン 10 個 、 デ ク の 実 10 個 を 買う 。「 大 細 の 歌 」 
で ミル クロ ー ド へ 

人 @ び コー マン トラ ッ ク で ミル ク を 買い 、 今 度 は 沼地 
へ ワー プ 

免 ア キン ドナ ッ ツ か ら 魔 法 の マメ を 5 個 買 っ て 、 タ 
ルミ ナ 平 原 へ の 道 へ 

- 大 木 の 近 く の 穴 に 入り 、 サ カナ を ゲッ ト 

@ 大興 の 歌 ] で イカ ー ナ 渓谷 へ ワー プレ し 、 井 戸 
の 下 へ ゴー 






















A 魔法 の マメ を 5 個 渡す 
本 デ ク の 実 を 10 個 渡す 
起 バク ダン を 10 個 渡す 


記 ビッグ ボウ は 、2 注 目 し て 盾 で は じき 、 己 を 撃て ば 国 す こと が で きる 。 こ の 
部 屋 の ツボ の 中 に 矢 が ある の で 、 あ ら か じ め 準 備 し て お か な く て も いい 。 ピ 
ッ ク グ クボ ウ を 倒し た ら 、 た まし い を ピン に 入れ る 


衣 サカ ナ を 渡す 
孔 ピッ クボ ウ を 渡す 
ミル ク を 渡す 


還 4 本 の トー チ を 災 の 矢 で 灯 せ ば 、 ミ ラー シー 
ルド の 入っ た 宝箱 が 現れ る 。 ミ ラー シー ルド 
を か まえ て (R ト リガ ー ボ タン ) 3D ス ティ ッ 
ク で 角度 を 調節 し 、 カ べ の 太陽 スイ ッ チ に 区 
を 当て よう 。 ハ シゴ が 現れ る は ず だ 。 今度 は 、 
ハシ ゴ の 上 の ブロ ッ ク に 光 を 当て る 。 ブ ロッ 
ク が 消え て 、 通 路 の 奥 へ 進め る ぞ 









ーッ ダ > の ンタ VI グ 
クン ララ の ルル カス ス Kg と ノバ ノル ン 
の イッ いす アッ の た 


の CC CC と / 人 と どど た どど と CC 月 /  / と リリ レ // と た 2 の の どど / どの と どど 








イカ ー ナ 古城 攻略 ルー ド 


記 較 2 つの 目玉 スイ ッ チ を 災 の 矢 で 撃ち 、8 の 部 屋 へ 。 
ぢ ょ うど し た ダン ジョ ン と いう 感じ の イカ ー ー ナ 古城 。 どう し て ーー 


も 大 バク ダン が 必要 な 場所 が ある の で 、 クロ ッ ク タ ウン に 戻ら | | | 記 邊 部 屋 の すみ の 衝撃 スイ ッ チ で 吊り 天井 を 上 げ 、 部 屋 の 奥 へ 。3 の 
部 屋 へ の 扉 前 の 衝撃 スイ ッ チ で 再び 天井 を 上 げ 、 ナン 














な げ れ ば な ら な い 。 井戸 の 下 か ら 出 て きた ら 、 一 度 セー ブ す る : BN 
と いい か も 。 抽 に SNSRESERSW SS な に RE 
か も に デ ク 花 ジャ ンプ で 、 入 口 左 の 足場 へ 。 スイ ッ チ を 踏み 、 弓 で スタ 
れ 長 ル チ ュ ラ を 倒す 。 まこ と の メガ ネ で 足場 を 確認 し な が ら 、4 の 部 ィ 
ポロ 屋 一 階段 B で 外 へ 出 よう 。 い 
りら の の SER 所 SKSIIE2P9SKS3092N ナ 
の し テク セ ジ ャ ンプ で 、D に ある スイ ッ チ を 踏む と 、E の ブロ ッ ク が ま 
g い 動き 、5 の 部 屋 に 光 が 差し 込む 。 地面 に 飛び 降り 、5 の 部 屋 へ 。 間 
ーーー ツー キー ツー フー て ーー ンー 人 9 
職 か ド 則 フ ロア マス ター を な 剣 で 倒し て か ら 、 光 を ブロ ッ ク に 当て て 消す 。 と 
こけ 画 | || 放 軸 ウィ ズ ロー ブ と の バト ル 。 チャ ッ ト が 反応 し た 実体 を Z 注 目 し て 
RE 「 に いい 隊 : 弓 を 撃 と う 。 火 攻撃 は 、 ミ ラー シー ルド で は ね 返す こと が で き 
つ : 「」 
RSS ( る 。7 の 部 屋 一 階 v 段 C で 外 へ 出 よ う 。 
ナ 古 城 に 侵入 で きる 。 IN 四 
Ve に ES NN NE けら の 場所 に 大 バク ダン な セッ ト す る 。 本 で 聞 いた に 飛び 時 り 
べ の 穴 に 入り 、 衝 撃 ス 井戸 の 底 か ら と の 部 屋 
イッ チ を 剣 で 斬 ろ う 。 光 員 NF 
ie SN 人 上 ニラ フー シテル ド で フロ ッ ク を 消し 、 8 の 部 屋 へ 進 も う 。 
ジー ルド を 使い ブロ ッ ク 
に 光 を 当て れ ば OK だ 







ショ ー ト カッ ト 用 衛 撃 スイ ッ チ - 


昌 サ 一 へ 。 り TU 所 ri 周 HHQ0 ら は 証 ざ け 斗 滞 胡 


め ぬけ が ら の エレ ジー 


ふみ スイ ッ チ 


イカ ー ナ 古城 ・ 中 





の ボス ・ KN ナ 王 を 倒す と 、 最後 の メロ ディ 
ー」 を 覚え られ る 。 ロッ クビ ル の 神殿 に 向 






7 せ 州 。NeOg ン 和信 杏 (r 滞 愛さ ーー ゴ 品 GU は RTCGN ざ に 





| BED、 攻 っ cwk フ ロッ ク が や ya 
フッ クジ ョ ヨッ ト で 上 段 へ 上 が り 、 そこ に ある スイ ッ チ の 上 で 、 

また [エレ ジー」。 た だ し さっ き と は 仮面 を 変え る こと 。 デ 

ク ナ ッ ツリ ンク だ と 罰 く て 舎 し に な ら な い の で 、 リ ンク ー ゴ ロ 
WU ソー - ラ リン ク と いう 順 で 奏で よう 。 基本 的 に は これ 


の 繰り 返し で 最上 段 ま で 上 が れる 。 


省 。 叶 信 競 


の 内 財 厨 釘 対 味 語 


ご 補選 朋 DalT 届 ウー 
骨 漆 本 人 けけ 泊 。 鞍 
当 小 8※ し 語 じ コー の IS 





ri 馬 還 し 陣 G 2 け 呈 引合 


レイ 


きき 毒 ガス 攻撃 を 仕掛 け て くる イ 
カー ナ 土 は 、 兵 士 た ちよ り も 手 
強い が 、 倒 し 方 は 同じ 。 刻 の 基 
本 戦法 も お 忘れ な く 


s( 疹 ) 坪 避 dffrrteN 計 人 は 大 内 団 一 で い NISTT 押 9- 器 





ww [ぬけ が ら の エレ ジー」 を 奏 1 。 1 ] 
で る と 、 自 分 の ぬけ が ら を 残 村 : 

こと が で きる 。 仮面 で 姿 を 変え : 含 途中 、32 癌 ん だ スイ ッ チ は 無視 し て OK。 入 口 か ら 最 妥 で 攻略 する と 、「 ぬ けが ら 
れ ぼ ば 、 合 計 4 つ の ぬけ が ら を 残 : の エレ ジー」 は 6 回 奏で る こと に な る 。 単独 で スイ ッ チ が あれ ば 、 と に か く ぬ け が ら 
す を と も 可能 。 ロ ッ ク ビ ル 以 降 、 : を セッ ト す 痢 ば いい の だ 。3 連 ブロ ッ ク を ら 回 目 に 渡っ た 後 は 、 フ ッ ク シ ョ ッ ト だ け 
噛み スイ ッ チ の 重 し と し で 使う  : で 神殿 の 前 へ 上 が れる 
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いみ 
0 
民 
ル 
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の 合 漂 幼 ro 書 「 一 さ 


OT 中 


ロロ NLr ン 
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O…frelgl 。J/ 困 全開 褒 ご 可 澤 1 uHAHTSN 











AE 


ロッ クビ ル の 神殿 



















傘 ロ ッ ク ビ ル の フ 欠 大 妖精 の いる 泉 
クロ ウ の 石像 の 場 は 、 ロ ッ ク ビ ル の 入 
所 で 、 神 殿 に 向 か 口 の そば 。 すぐ に 見 
っ て 右 一 左 一 中 央 つが る は ず 。 こ こ で 
の 順に ぬけ が ら を の ご ほう び は 、C に 
セッ ト す る 。3 連 セッ ト し て 使う 大 妖 


ブロ ッ ク が セッ ト 
され 、 神 殿 に 入れ 
る よう に な る 


精 の 剣 。 金 剛 の 剣 よ 
り 強 力 だ が 、 盾 防御 
が で き な い 





マッ プ の 紫色 の 部 分 は 、 ダ ンジ ョ ンマ ッ プ に 表示 され て いて も 入る こ 


と の で き な い 部 屋 。 





に 有朋 王 革 ま 革 半 王 全 まま きき まき きき 





の な の の の も の の の の 0 ゆみ の の ⑨ 和信 あ の の の の ゆ の の の の の も ⑨ や も 9 る の 





の 人 の 仙人 め 導 の の の ゆ 合馬 仙人 の の の あ 和 


電車 旬 本 電電 本 B 理加 凶作 久 の 半 介 還 り 馬 の の 年 旬間 を 生  @⑨ ゆ の の も も @ を も @ あ ga 










外 ダ ンジ ョ ン 全 体 を 天地 送 転 させ る 
だ の スイ ッ チ は 、 ダ ンジ ョ レ の 外 
に ある 。 フ クロ ウ の 石像 の 場所 か ら 、 
申 央 の スイ ッ チ に め ぬけ が 中 を セッ ト 
すれ ば 、 赤 い ス イッ チ が 見 之 る は ず 。 
坦 れ を 光 の 矢 で 英 と う 





る 。 天 さ な 木 箇 に 加農 アタ ッ ク す る と 、 か 
小さ な 木 箱 が 見 つか る 。 4 つの スイ ッ チ の うち し 

か ら つ の 上 に その 木 箱 を 置き 、 残り の 8 つの スイ ッ チ に 
ぬけ が ら を セッ ト し よう 。 た だ し 大 き な ス イッ チ の 上 に 
は 、 ゴロ ン リ ンク の ぬけ が ら を セッ ト す る こと 。 部 屋 の 
外 に 出 た ら 、 地 曽 の 色 の 違う 部 分 を バク ダン で 早 そ う 。 


邊 バク ダン を セッ ト す る の は 、 こ の 場 
| 所 だ 。 爆風 で 地面 に 穴 が 開き 、3 の 部 
| 屋 に 光 が 差し 込む 。 穴 へ 飛び 降り 、 3 

の 部 屋 に 進 も う 


た め よ る 


太陽 ブロ ッ ク に ミラ ー シー ルド で 光 を 当て て 消 そう 。 奥 
の マッ プ の 宝箱 は 、 ゴロ ン リ ンク で 取り に 行く 。4 体 の 
アモ ス 像 を 倒す と 小さ な カギ を ゲッ ト で きる 。 


階段 を 上 が っ て 、 今度 は 4 の 部 屋 へ 。 PAN ラリ ンク で 水 
中 に も ぐり 、 デキ シー ハン ド に わざ と 捕まる 。 ノ NO 


は ん た い が わ 


ー ジ で 反対 側 の 足場 に 上 が れる の で 、 宝箱 か ら 小 さ な カ 


上 ふた た すい ち ぢ 


ギ を ゲッ ト し よう 。 再び 水中 に も ぐり 、 デキ シー ハン ド 


し た すい ち 


の 下 の 水中 通路 か ら 5 の 部 屋 へ 進 も う 。 


な か 。 た 


水面 に 上 が り 、 通路 へ 差し 込む 光 の 中 に 立つ 。 ミ ラー ー シ 
ー ル ド で 光 を カガミ に た めこ み 、 DWS 
これ で 1 の 部 屋 か ら の ショ ー ト カッ ト を 確保 で き 

パス も ゲッ ト で きる 。 カ ギ つ き 扉 を 開い て 、 の 間 箇 
進 も う 。 


邊 この カガミ は 、 光 を た めこ ん だ 時 間 
だ け 、 光 を 放出 する こと が で きる 。 あ 
る 程度 光 を た めこ ん だ ら 、 歩 いて 光 の 


柱 を ゴ ロジ シリ パン チ で ダル マ 諸 と し する と 、 差 し 込む 光 を 
利用 で きる よう に な る 。 桂 の 左側 の カガミ に 光 を た っ パ 
り た めこ み 、 放出 する 光 の 中 へ 。 次 に 左 の カベ の カガミ 
に た めこ み 、 最後 は その 光 の 中 か ら 部 屋 の 軸 に ある 大 陽 
ブロ ッ ク を 消す 。 は っ きり 言っ て 、 すご く 難 し い … 


人 左 の 写真 が 光 を た めこ ん で いる 状態 。 最初 の カガミ に た っ ぷり た めで お 
な いと 、 左 の カベ の カガミ に た め る こと が い 。 ク ロボ ー を 全 減 き 世 る 
こと は で き な い の で 、 か な りつ らい 作業 だ - 6 


よう し ょ うき り ゆ 


3 つの 上 上 気 流 を 乗り 継ぎ 、 部屋 の 


じょう し ょ うき り ゆ う 


つっ て 出口 へ 向かう 。 ら つゆ の 上 昌和 


|』 ボム チュ ウ の い 
。 る 柱 は 、 左 の カ 


ボス ・ ガロ を Z 注 目 し 、 攻撃 は 填 で は な く バ ッ ク 二 で か 
わす 。 攻撃 を か わ さ れ た ポス ス が 一 骨 と ま ど う の で 、 剣 で 

、 直 後に 盾 で 防御 し よう 。B ( 刻 ) 一 H ( 慎 ) と 
連 続 で 人 し な いと 、 攻撃 を く ee 倒す 
eS 光 の 矢 を ゲッ ト で きる 。 


人 奏 ボ ス が 姿 を 消し た ら 、 居 防御 で 待 
つ 。 姿 を 現し た ボス が キョ ロキ ョ ロロ す 
る こと も ある の で 、 す か さす ず BH だ 


ヒッ プル ー プ は 、 フッ クシ ョ ッ ト で 仮面 を は ぎ と り 、 も 
う 一 度 フ ッ ク シ ョ ッ ト で 攻撃 し よう 。 


上 ー ル は 、 - 光 の 矢 で 倒す 。 自 が 開い た と き | こ 光 の 矢 を 
撃つ と 動き が 止ま る の で 、 すか さす ずら 本 目 を 撃ち 込 も う 。 


人 多 少 カ メラ の 角度 で 見 え づ らく な る 
こと も ある が 、Z 注 目 し て お くに こし 
た こと は な い 





| 流 の うち 、 左右 の どちら か に 


さい し 


ぐる っ と 回 っ て 、 最初 の 部 屋 に 戻っ て きた 。 一 度 ダン 
ジョ ン の 外 に 出 て 、「 大 細 の 歌 ] で フク ロウ の 石像 の 場 
所 へ 。 中 央 の スイ ッ チ に ぬけ が ら を セッ ト し 、 . 玉 れ た 
赤い スイ ッ チ に 光 の 矢 を 撃 っ て 、 ダ ンジ ョ ン の 天地 を 逆 
に も よう 。 


み 、1 1 の 部 屋 へ 。 


た いよ う じょう し ょ うき 


太陽 ブロ ッ ク を 光 の 矢 で 消し て 先 へ 進 お 。3 つ の 上 上 
デ ク 花 ジャ ンプ で 乗っ て 、 
部 屋 の 中 央 の 通路 へ 上 が る (ヒッ プル ー プ の いる 場所 )。 
曲がり 通路 の 軸 に ある スイ ッ チ を 踏め ば 、 小さ な カギ の 


た か ら ば こ あら ひだ り じょう し ょ うき りゅう 


宝 逢 が 現れ る 。 そ れ を ゲッ ト し た ら 、 左 の 上 昇 気流 に デ 


くう ちゅ うき らい 


ク ナ ッ ツ リン ク で 乗り 、 容 中 機器 で 守ら れ た ら F すみ の 


電電 へ 飛 ん で 行こ う 。 


間 の 納 に ある 沈 い スイ ッ チ を の 
8 転 する 。 ゴロ ン リ ンク で 部 央 
光 の 矢 で 撃て ば 、 先 へ 進 


巡 と どり は 綴 T 科 事 


り 晴 (r と 民 せ テン 


FUD) 作 付き 括 介 古 時 当 TT 証 交 @SNV に rr の NEEO は ば 桂 石 届 琶 fc 


は 


つぐ 本 U 沸 NOU は 和信 ニー に NO)/ 汗 向い | 一 TTY に ロロ 























すう か が い 


数 回 に 分 け て 天地 送 # 転 し な が ら 、 ブ ロッ ク を くぼみ まで 






















千 地 初 は ブロ ッ ク に 前 舎 ブ ロッ ク を まん 中 あ た 全部 屋 の 反対 側 の 段差 
れず に 光 の 矢 で 赤い ス り ま で ひっ ぱっ て か が か ら 、 に 沙 ち る まで ブロ ッ ク 
イッ チ を 撃つ また スイ ッ チ を 撃つ を ひっ ぱり 、 ま た 逆転 





舎 段差 に いつ か る まで ひ 信 く ほぼ み に お さま る まで 全 光 の 矢 が 撃て な く な っ 
っ ぱる 。 床 の マス 目 の ま ひっ ぱる 。 ブ ロッ ク に 乗 た ら 、 魔 法 の ツボ と 矢 を 
ん 中 に セッ ト し 、 逆 転 れ ば 、 扉 の 前 へ 行け る チュ チュ か ら 補 給 し よう 





記 多 | お な じみ ウィ ズ ロー ブ と の 対戦 は 、 . こ れ ま で どおり の 攻 
1 攻 法 で OK。 当 だ け で な く 、 近い 位置 で 盾 防 件 し て 、 攻撃 


を は ね か えせ は ば ダメ ー ジ を 与え られ る 。 倒す と 現れ る 宝 
箱 に フッ クシ ョ ツ ト を 刺し 、 階段 で の 部 屋 へ 進 も う 。 





みぎ が わ は い 


『 放 テク 花 ジ ャ ンプ で 、 部 屋 の 奥 の 右側 に ある 通路 へ 入る 。 
|! デス アモ ス は 特に 倒す 必要 は な い 。 部 屋 の 商 の スイ ッ チ 
に ぬ けが ら を セッ ト し て 、 刀 の 消え た 宝箱 か ら 小さ ん 
ギ を ゲッ ト し よう 。 カ ギ を ゲッ ト し た ら 、 ポ ボウ の いた 場 
所 へ 戻り 、16 の 部 屋 へ 進 も う 。 






で テス アモ ス の 
体 の マー ク に 光 
の 矢 を 撃ち 、 こ 
ちら に 誘導 すれ 
ば 、 勝 手 に 床 に 
頭 つ き を し て 目 
爆 し て くれ る 




















限 華 ブ ー メラ ン で 空中 機器 を ポ し て か ら 、 デ ク 花 ジャ ンプ で 
| くぼみ の 足場 へ 飛 点 。 そ こ か ら さ ら に デ ク 花 ジャ ンプ で 


よう りょう 


部 屋 の 奥 へ 進 も う 。 帰り も 同じ 要領 で 。 


旭 一 Sr 。 人 ヘン QC(r 毅 評 一 KOUGN 。 の へ ざ 洪 痕 一 は AM は freetN さ HH ボボ 付加 ササ ユ 革 科 陽 ら 革 洛 間 






| 青 バブ ル に ふれ な いよ うに 、17 の 部 屋 へ 進 も う 。 


較 ゴメ ス の 体 に まとわりつく コウ モリ を 、 : 人 で ら 
| す 。 ゴメ ス に スキ が で きる の で 、 す か さす ず 義 で 到 撃 
う 。 倒す と 、 F を ゲッ ト で きる 。 





合 学 ラ AO 


で ボス ・ ガロ 同様 、 こ ち 
ら が 攻撃 し た 後 は 、 す ぐ 
に 疹 で 防 宙 する こと 。 
注目 し た まま 、 バ ッ ク ツク 笛 
な ど で 間 合い を と り 、 同 
じ こ と を 課 り 衣 そ う 


。 ご 刀 下 rr の AA 之 思 吾 需 同 1 FiU/ す 一 代 ご 評 庄 (は 組 EE は 局 





に 宮 内 se 
隆昌 娠 バブ ル に ふれ な いよ うに 、16 の 部 屋 へ 戻 ろう 。 


2 
上 ト し ば "は ん た い が わ 


財テク 花 ジ ャ ンプ で 、 く ほぼ み の 定 場 反 対 側 へ 飛び 、 部 屋 
思 の すみ の 扉 か ら 10 の 部 屋 へ 。 
























ス ア モス を Z 注 目 し 、 体 の マー ー ク に 光 の 矢 を 撃つ 。 そ 
1 の まま 注目 し 続け 、 こち ら に 向かっ て 頭 つ してき た 
ら 、 バ ッ ク 再 で か わす 。 安全 を 確保 で きた ら 、 足 場 に ジ 


た か ら 


ヤップ て 、 スイ ッ チ を 功 も う 。 上 に 貞 れ た だ 填 に フ 
ッ ク ショ ッ ト を 刺 せ ば 空中 の 足場 に 上 が れる の で 、 カギ 


くう ちゆ ゅ う 


つぎ 扉 を 開き 16 の 部 屋 の 空中 通路 へ 。 


層 受 マ CN 
od 





人 き 玉 箱 が 出現 し て いれ ば 、 デ ス ア モス の いた 場所 だ け で な く 、 入 口 か ら 左 右 
に の びる せま い 通 路 か ら 上 が る こと も 可能 








| 呈 アイ ゴー ル の 倒し 方 は 4 の 部 屋 と 同じ 。 倒す と 、 
陽 仮 面 を ゲッ ト で さる 。 






う た か ら ば こ し ゅ つげ ん 


| 第 撃 スイ ッ チ を な 剣 で 斬っ て 、 天井 に 宝箱 を 出現 させ る 。 

昌 靖 その 宝箱 に フ ッ ク シ ョ ッ ト を 刺し 、 金 綱 の 上 へ 。 の 
ろ ト ゲ を 避け な が ら 部 屋 の 奥 へ 進み 、 下段 に 飛 び 降 り れ 
ば ポス 部 屋 だ 








HG ス を 科 拉 う と と 7 で ある 。 た だ し 、 


まほ うり ょ よく しょ う 


| 








| ug か ら か 、 本 の 人 es 
弟 と 万 馬 を ひたすら 侯 で 親 ろう 。 6 


の ae 
SSR 3 





石柱 か ら 有 法 の ツボ が 出 て くる が 、 普 通 の リン ク に 戻ら な いと 拾え な がい 。 
= 大 化し な く で も 戦闘 は 可能 だ けど 、 いさ ぎ よ く や り 直し た ほう が いい が も 
ちな み に あ まり 癌 ぶよ で 移動 する と 、 ダ ンジ ョ ン 入 口 ま で 戻さ れ で し まう 

















を < 本 。  wW そ で 中 






Et に 






へ い げ ん 


ルル ミナ 平 原 ・ 北 、 キノ コ 岩 の 上 で 踊っ て いる カリ スマ 
。 彼 が カマ ロ だ 。 手すり か ら ジャ ンプ し て 、 NN 
「 い や し の 歌 」 で いや し て あげ れ ば 、 






rodlleb<=coces- Hm っ ー ー ス 応 、 


さい ご 


ゴナ を 両方 と も 聞き 通す こと が で き 、 お 話 の 最後 に 出 
本 に 作 馬 すれ Mi 






耐力 マロ は 深夜 12 時 か 
ら 朝 まで 踊り 続け て いる 





末 「T の Tu 和 G の さい のみ 感 (r の 漂 人 に 。 蒲 箇 ら SS の wem き は ざこ ご で すす N 出 


用 (3 日 間 )。 近づく と 、 ク 
た の お 日 ロッ クタ ウン の 西 で 夜 に 
だ 夜 ぬ の な る と 聞こ える 曲 と 同じ 
SM な メロ ディ が -… 
0 ニニ さ 町 
0 屋 ん の 
ル で の 北 
ピ 夜 荷 に 
| 更 物 現 
| が か を れ 
し 守る 
の っ サ 
お て コ 
県 げ か 信 5D0 ル ピー 入る 巨人 の サイ フ は 2 「 
売る ら ー ト ベイ の 海岸 に ある 海 の クモ 側 で ゲッ S ウン の 西 で 、 後に な る と 踊っ て いる ロー ザ 姉 計 彼 
SN の ト で きる 。 最初 の 日 に クリ ア し な いと 、 ら : 因 カマ ロ 直 伝 の ステ ッ プ を 伝授 し て あげ よう 。 
て 最 人 ダ 日 目 以降 は 、 PSNR PP 呈 
い 期 シン い の で 注意 





| ゅ 力 マロ の お 面 を か ぶれ ば 、B ボ タン で 踊る こと が で き 

| 4 、 : || る 。 ど うす か ? カリ スマ ダン サー っ ぽい ステ ッ プ は ? 
き 夜 更かし の お 面 を ゲッ ト し た ら 、 そ れ を に : || 感服 し た ロー ザ 姉 妹 か ら 、 ハ ー ト の か けら を も ら え る 
か ぶっ て お ば あさ ん の 語 を 聞こ う 。 普段 は 、 

聞け な い 、 お 話 の 続き を 知る こと が で きる 。 
朝 ま で コー ス の 最後 の 選択 肢 は 「 わ か ん な 
い 」 を 選ぶ こと 。 ら つ の お 話 で 、 そ れ ぞ れ 
ハー ト の か けら を ゲッ ト で きる 





生 tae い る 4 痕 の 案 著 で トト さん か が 指 する コレ ー 
欲し が っ て いる の は カミ SR ph NOK た 。 和 y た 409 デ rc し ょ コー マン 座 
て あげ よう 。 手 っ 取り 早い の は 、 月 の 涙 (天文 台 

記 ) 時 計 載 の 上 の スタ ルキ ッ ド を 見 る と ゲッ ト で きる ) 
と 交換 で 、 時 計 堪 の 前 の アキ ンド ナッ ツ が ゆず っ て くれ る 土地 
の 権利 書 だ 。 そ れ を 何 に 使う か は 誰 も 知ら な い … 






sf#G り 放り 0 と 州 は Um は どり まけ は 9S ン 潮 は 調書 さ に V ロ Le 


只 お 礼 に ハー ト の が けら を も ら え る 。 便所 


の 底 に 落ち て いた らし い 。 ち ょ っ と ば っ ち 

い が 、 も ら っ て お こう ( 笑 )。 ち な み に ブ ー 2 

で ん の お 面 で 便所 を 包 つ と 上 祭 の 煙 が 見 える Me : 信 こ の イベ ント で 聞く こと の で きる 曲 は 、 人 座長 の お 面 を つけ て 、 再び クリミア さん 

が 、 キ ノコ は ゲッ ト で き な い 。 ら 階 の ベッ ド 半 : 初代 ダル ルー の ヒッ ト 曲 らし い が 、 の ミル ク 運 び イ ベン ト を や っ て みよ う 。 ロ 

に 置き 忘れ られ て いる バン ツ な ら OK だ ( 和 ) : [ゼル ダ 」 フォン な ら 耳 に し た こと が ある マー ニ の お 面 春 も っ て る か ら 、 も う や 5 ら な 
: は ず 。 知 っ で る ? いつ で 7 アイポ 、 や ちら て みな っ て 










































































| 一 依 村 さん と 高野 さん は 、 今 回 どの よ 
| うな 役割 だ っ た ん で すか ? 


っ た ん で す 。 ち ょ うど 1 年 ぐら い 前 … 、 
や も うち ょ っ と 前 か な 、 凌 田 ( 和 明 区 。 ポ 
スキ ャ ラブ ロダ ラマ ー たら が 、 新しい 
ゲー ム の 実験 を や っ て いた ん で す よ 。 ど に と 
ろ が 、 意 運 「 ゼ ル ダ ]」 を 手伝っ て ほし いと 
宮本 に ぜったい めい れい 

時 0 も う 、 絶対 命令 と い 


1868 年 静岡 県 生ま 
れ 。 6 月 号 に 続い て 、 
度目 の ご 登場 。 団員 


手帳 の イベ ント を 中 
面 」 の 骨格 を 作る 。 か どん な ゲー ム の 実験 だ っ た ん で すか ? 
「 ス ー パ ー マ リ オ 64 


| 公式 罰 イド フッ クタ | 
| (小学 館 ) で 、4 歳 若 
| い 小泉 さ ん が 見 られ 

9 チキ リ ソリ の ! 

【 お 気に入り 1 

キー タン の お が 面 


今村 別に 具体 的 な ビジ ョ ン は な か っ た ん 
提 rr と りあ え ず 最初 は 実験 か ら 始め 
る ん で す よ 。「 こ ん な も の を まず 作っ て み 
た けど 、 これ が ゲー ム に 広がれ へ ん か な 」 
と いう 実験 を ね 。 「F-ZERO Xj が 終わ っ 
た 僕 と 、 「 時 の オカ リナ 』 が 終わ っ た 森田 





っ て いた コン ピ な ん で 。 そし た ら 「 じ ゃ あ 、 
2 人 で ポス を 手伝っ て くれ ] と いう 話 が あ 
つた ん で す よ 。 で ムジュラ 」 チー ム に 
4 先 あ 人 、 すでに で き て いる も の を 見 せ て も 
: ら っ た ら ・ -。 僕 は 「 時 の オカ リナ 」 を プレ 


1966 年 奈良 県 生ま 
れ 。 こ れ ま で に 関わ 
っ た 主 な 作品 は 「 ス 
ター フォ ックス 6B4」 
『F-ZERO X」 な ど 。 
知る 人 ぞ 知 る 似顔絵 
王 。 今村 さん の 作品 
が 見 られ る HP の 
ML は 、 下記 参照 。 
に | 
[お 気に入り 】 
ムジ ュ ラ の 仮面 
"WP: wwwe eewweb. ne PV RT 


が 新しい も の だ と わか ら な か っ た ん で す 


じ で ( 笑 )。 そう 因 え た ん で 、 今回 デザ イ 
ン を や っ て いる 春花 ( 良 紀 氏 = キャ ラク タ 
ー デ ザイ ン ) と 満 澤 ( 舞 氏 = 敵 キ ャ ラ デ ザ 
イン ) に 、「2 人 の どっ ちか が アー 1 た 
レッグ ジョン を や っ て 、 ちよ っ と 前 作 と フン 
イキ を 変 * え た ほう が ええ ん と ちゃ うか が 」 つっ 
て 言っ て た ん で すけ ど 、 2 人 と も 「 忙 し い 
の で 」 と か 言う の で 、「 じ ゃ あ 、 オ レ が や 
WI て し いつ こと ど 信 アー トディ レタ タ 
ー に な うん で す 。 






1867 年 愛知 県 生ま 
れ 。 こ れ ま で に 関わ 
っ た 主 な 作品 は 「 マ 









ー ヴ ェ ラ ス } 「 テ ン = 高野 あと 、 ア レ も や っ て る で し ょ 。 チン 
エイ ティ 」「 時 の オカ 
リナ 」 な ど 。「 テ ン ・ クル 。 


エイ ティ ム 式 カイ ド 
ワリ リッ ク 」 (中学 明 ) で 、 
高野 さん の すご い 写 
貞 が 見 られ る 。 チ ェ 
ッ ク だ が | 人 
【 お 気に入り 


\ る と いう ( 笑 )。 
チン クル に モデ ル っ て いる ん で すか ? 





、 ん で 、 それ を ブラ ッシュ アッ プ す る こと で ' 
ほ すね 。 あ と は 、 半 沼 と 小泉 それ ぞ れ に や り 


| 今村 も と も と 僕 は ゼル ダチ ー ム じゃ な か : 


Pr 


拉 。 あ た ン 
「 の 通り 」 と いう 感じ で うま くい きま し た 。 

Nd 前 回 の イン タビ ュー で は 、 高 野 さん 
の いな いと ころ で 「 キ ツ め の 女性 が 好き な 
| 男 ] と いう 
] 高野 いや 、 それ は 青沼 や 小泉 の こと で 、 

| 僕 は そう じゃ な いで す よ ( 笑 )。 チャット 
と で 、 そ ん な 実験 を や っ て いた ん で す 。 僕 ! の 
ら は 「 フ ォ ッ クス 641 以 前 か ら 組ん で や : 


イ し て な いん で 、 その 見 せ て も ら っ た も の : 
| 借 し い の か キッ い の か 、 
たよ 。 和え る これ が 新しい や つ ?」 と いう 感 ' 
| 高野 基本 的 に は 僕 と か … 


ほ ーー た と えば 、 チ ンク ル は 役 自 と し て は 
oskA。 
今村 そう 、 唯 一 作っ た 町 の 人 。 異常 に 浮 : 


2 ー ジ ャ ー) が ふら っ と や っ て き て 、「 あ 








は 言え な いで すけ ど ( 笑 )。 


: 高野 僕 は スク リプ ト …、 セ リフ まわ り を 。 


寺 ほん て き 


| 章 的 大筋 は 普 沼 ( 代 こ 区 。 ゲー ー ム シス 


テム ディ レク ター) と 小泉 が や っ て くれ た 


た いこ と が ある の で 、 そ れ ら を 一 つ に ま と 
め る 接着 剤 の よう な 役目 で すね 。 さま ざま | 
な スト ー リ ー の 断 語 を 拾い 集め て 、 そ れ ら 

を いか に 違和感 な く 合 わせ る か 、 と いう 作 | 


業 で す 。 素材 だ け 号 えら れ て 、「 あ と 、 よ 


ろ し く 」 つっ て 頼ま れる ん で … 、 よ うす る に 
寺 竹 あわ せ で すね 。 秋 少 と は [マー ツキ ブー 
ス 」 か ら の つき 合い な の で 、 彼 が パッ と 書 
いて きた も の に 対し て は 、 に こちら で. 「 こ う 
いう こと を や り た いん だ な 」 と 判断 し て 、 
一 決め な ど を し て 見 せる と 、 放 


こと に な っ て いま し た よ ( 先 )。 


の 性 格 っ て 、 みな さん 「 キ ツ い )」 っ て 言い 
ます けど 、 キツ め の キ ャ ラク ター を よく 使 
うと いう の は 、 た し か に 僕 と 青沼 に 共通 す 
る 部 分 で は ある ん で すけ ど ね 。 キ ツ め な ん 


だ けど 、 ホ ント は 優し い コ な ん だ と いう 伏 


| 線 を は っ た りす る の が 好き な ん で す 。 


ゲーム で 、 あ る 役割 の キャ ラク ター 

が 必要 に な っ た と き 、 そ の キャ ラク ター が 

と いっ た 細か い 性 

格付 け は 、 ど な た が され る ん で すか ? 

ト 己 、 当然 キャ ラク 

ター だ 考え 出す 箇 洛 や 小 の 中 に ある イメ 「 
ー ジ を 「 こ うい う 感 じ の 仕 種 に し て ]」 と デ 

ザイ ナー に 発注 は する ん で すけ ど 、 や っ ぱ 

り デ ザイ ナー の 中 に も デザ イナ ー が 抱い た 

イメ ー ジ が ある の で 、 や り と りす る うち に ] 
ラク タゴ ー の 性 格 が どん どん ふく らん で 

いく と いう 感じ で すね 。 


た だ の マッ プ 売 り で すけ ど 、 「35 歳 に な っ 














と いう 設定 が あり ます よね … 
今村 チン クル な ん て 、 指示 も 埼 も な か っ 
た で す よ ( 笑 )。 中 卿 ( 化 彦 氏 = プ ログ ラム 
ー、 野 で フワ フワ 珠 い cu る 久作 っ て 」 
人 れ り まし | それ だ | | に 





Ng 


= バイ ケー ス で すね 。 デザ イナ ー が 
作っ た 絵 に あめ わ せ て 高野 が あわ せる 言い 同 
し も ある し 、 近 の アコ mW の 1 の て も 
こう いう 性 格 に し た い ] と いう 場合 きも ある 
し 。 小泉 の 書い た 重要 な イベ ント に か らむ 
キャ ラ な ん か は 、 細 か い 指 示 が 小泉 か ら あ 
っ た だ ろう し 、 あま り 重 要 で な い キ ャ ラ の 
場合 は それ ぞ れ の デザ イナ ー ー ま か せ で 、 後 
か ら 高野 が 味つけ し て る と いう 感じ で す 。 





9 小泉 さん も 途中 参加 な ん で す よ ね ? 
糸井 さん の HP で 読 計 み まし た けど 、 小 泉 さ 
ん を チー ム に 加え る た め に 宮本 さん が 路 い 
て きた ん で す よ ね 。「 ゼ ル ダ …、 ゼ ル ダ …」 
つて ( 笑 )。 
小泉 1 ひど い 庄 な ん で す よ ( 笑 )。 
あ 、 今日 は いま せん ね 、 宮本 。 
沈 村 そう いう 話 を 聞き た いん で し ょ ? ( 笑 ) 
AP は い 、 聞き た いで す ( 笑 )。 
小泉 糸井 さん の HP に イン タビ ュー が ア 
ッ プ さ れ た 後に 宮本 が E3 か ら 帰 っ て き て 、 
それ を 見 て か な り 気 に し て いる ん で す よ 。 
「 あ あい う 誘い 方 も 、 と き に は 必要 な ん や 」 
っ て 。 僕 は 、 そん な に 責め る つも り で 言っ 
CERI RI 生生 
、 困 ら せ て や ろう と 路 っ て 言っ て いる だ 
け で すか ら ( 笑 )。 | 時 の オカ リナ 」 が 終わ 
つた と き に 、 ゼ ル ダ チ ー ー ム が 分 か れ た ん で 
す よ 。 青沼 は チー ム に 残り 、 64DD 版 と 、 
ムジ ュ ラ 」 に 引き 継が れる こと に な る 実 


委 お な じみ 、 
| 系 井 重 里 さ ん 
| の HP。 宮 本 
の 青沼 さ 










ん 、 小 泉 さん _ 


が 東 そう で すね 。 で 、 幸 は [マリ ォ は 
細 対 作ら な けれ ば - -」 みた いな 話 を し て た 
の で 実験 に 入ろう と 思っ て いた ん で すけ 
記 、 まだ ちょ っ と 時 間 的 に 余裕 が あっ た ん 
で 、「 ほ な 、 も う 1 本 ぐら いや ろう か な ] 
と 考え て 企画 書 を 書き 、 別 の ゲー ム の 実験 
を や っ て た ん で す 。「 マ リオ 』 で も 「 ゼ ル 
ダ 」 で も な いも の を 、 ひさ し ぶり に や っ て 
みた いな と 因 っ て … 。 それ を や っ て いる と 
さき に 、 宮 本 と 一 : 縮 に アメ リカ に 行っ た ん で 
す よ 。 そ の 旅 の 間 ず っ と 、 co07 
が ね え ・ -」 っ て 言っ て る か ら 、「 大 変 で 

ね 」 っ て 答え て お いて ( ( 笑 )。 MA 


\ 


出張 で は 、 海 外 の 開発 者 向け に 宮本 が 講 
濱 を し た ん で すね 。 そ こ で 海外 の 開発 者 の 
方 か ら 「『 ゼ ル ダ ] に 対し て すご くい い 評 判 
を いた だ きま し て 、「 こ ん な に 「 ゼ ル ダ ] 
は 支持 し て も ら っ て いる ん だ 」 と わか っ た 
ん で す よ 。 それ で 、 これ は や っ ぱり 近い う 
ち に 次 作 を 出さ な いと ダメ だ な あっ て 、 僕 
も 思い 始め て - -。 帰国 し て か ら 、 状 況 を い 
ろ い 2 ろ 説 明 し て も らい 、「 じ ゃ あ 、 や り ま 
すけ ど 、 や る か ら に は これ だ け や ら せ て ほ 
し い ] と 手塚 (卓志 氏 = ス ー パ ー バ イザ ー) 
に 言っ た ん で す 。 
和 これ だ け と いう の は 、 具体 的 に は ? 
小泉 今回 の 「 ゼ ル ダ 」 の 枠組 み は 、 大 規 
模 な ゲー - ム を 作る ん じゃ な く て 、 ある シス 
テム を 使っ て 繰り 返し 遊べ る ゲー ー ム を 作ろ 
うと いう 、 僕 の 企画 し て いた ゲー ー ム と 近い 
WW 
と 「 ム ジュ ラ 」 で や り た いこ と を 合 わせ ま 
し ょ うと いう 話 を し て 、 合 意 し た ん で す 。 
今村 か な り 、 ゴ ネ て た ん で し ょ ? 「 ゼ 
ル ダ 」 や り た く な いっ て ( 笑 )。 
小泉 えっ 
すか ? (). 
今村 いや 、 そ うい う 感 じ に みん な と っ て 
いた みた い ゆい ( 笑 )。 
ーー みな さん は 「 ゼ ル ダ 」 に 関わ れる な 
ら 、「 や っ た ぜ ! 」 と か 、 そ うい う ノ リ に 
ME 
今村 いや ー、 全 然 ( 笑 )。 
小泉 僕 は 、 を みる に シナ リオ で 
参加 し た ん で すね 。 僕 が メイ ン の スト ー リ 
ー を や っ て 、 田 必 ( 質 輔 氏 ) が サブ イベ ン 
ト を 書い た ん で す 。 かなり 変 な スト ー リ ー 
を 作っ た ん で 、 宮本 に 二度と や ら せ な い | 
っ て 言わ れ た ん で す 。 ほ め 言 葉 だ と 思っ て 
る ん で すけ ど わり と 富 本 チッ ク で な い 





SW 
、 そ うい う 話 に な っ て る ん で 


ー に 関係 な いと ころ 7 No ら せ て も ら 
っ た ん で す 。 と 言う の は 、「 夢 を みる 島 」 
の と き に 田 が サブ イベ ント を 書い て いる 
の を 見 て 、 すご くう ら や まし か っ た ん で す 
よ 。 何 が うら や まし か っ た と 言う と 、 メ イ 
ンス トー リー っ て いう の は 、 と に か くま と 
め な けれ ば な ら な いん で すね 。 背 品 の 痛 骨 
な ん で す 。 背骨 な の で 、 絶 対 に 折っ て は い 
け な い と いう 使命 が あっ て 、 それ な 意 工 し 
な が ら 書 くっ て いう の は すご く 大 変 な ん で 
す よ 。 と ころ が サブ イベ ント っ て いう の は 、 
そこ に 何 を 放り 込ん で も 自由 な ん で すね 。 
yrPN4h NM すご くう ら や 
まし いな あと 思っ …。 だ か ら 「 時 の オカ 
リナ 」 の と き に 、「 民 は この 世界 で は お 
面 が すご く は や っ て いて - 』 と いう よう な 
こと を 勝手 に 設定 し て 、 お 曽 屋 の イベ ント 
を 考え た り ね 。 今回 も 同じ で 、 メイ ン か ら 
シチュ エー ジ ション だ け を も ら っ て き て 、 好 


6 じ ぷん か ん が 


き 勝手 に 自分 で 考え て 書い て いた ん で す 。 


刈 泥 棒 を 捕 
* まえ る ゲー ム 
を 企画 し て 
いた 小泉 さ 
ue 称 凡 の 導 
oc が 4 は) の 
な ご り ? 













者 向こう の 
擬 近 お っ か ね え 
わん さか 出 て ね え 
























































2000 年 に A っ て 、 


| 


つい に 作ら れ た 月 の 所 


6 


今村 月 の 顔 は ね 、 に 笠 P か : 
ム の イメ ー ジ イラ スト の スケ ッ チ に 、 た ま : 
た ま 顔 の 描か れ た 月 が あっ て 、 それ な 見 た : 
6 本 うち の 識 業 に ブレ ゼン し た ん で す よ 。 
小泉 月 に うち の 先 募 の 顔 が 描か れ て いた : 
ん で す ( 笑 )。 そ れ を 見 て 「 あ 、 こ の セン | 


小 泉 が 気に入っ た ん で す 。 


で いき まし ょ う 」 つて 、 すぐ 決ま り まし た 。 

ラ 守 あの 月 が 入っ た と き に 、 ゲ ー ム が ビ ピ 
シッ と 締まっ た よね 。 

小泉 そう で すね 。 それ ま で は 僕 が 作っ た 、 


顔 の な い 仮 の 月 が 空 に 浮い て いた ん で す : 
よ 。 浮 か し て お け ば 誰か が 作っ て くれ る だ 


ろう と 因 っ て いた ら 、 . 誰 も 作っ て くれ な く 
4 ( 笑 )。 で A 今村 に 頼み に 行っ た ん で す 。 


今村 小明 は 、 ム ジュ ラ の 仮面 みた いな 顔 | 
の 月 に し て くれ っ て 言っ て きた ん で す 。 け | 


ど 無視 し て 、 あの 顔 に し て や っ た ( 笑 )。 


「 オ レ の 独断 で 、 オ レ が 好き な 顔 に する ん 
や 。 誰 も 文句 を 言わ へ ん し 、 こ れ で ええ や : 


ろ 」 っ て 。 僕 の 方 が 先 諾 や し ( 笑 )。 
小泉 ゲー ム の モチ ー フ と し て お 面 が あっ 


た ん で 、 月 に 何 か を 加え る と し た ら 顔 し か 
な いな と 因 っ て いた ん で す よ 。「 ど ん な 顔 : 
RM) 、、 


に する か が] っ て 聞か が れ た と き 
仮面 っ て いう の は 、 すご くわ か り や すい と 


思っ た ん で 。 そう いう 葉 を 村 に し た ん で | 還 還 細 上 旨 Mi 較 
NNN それ を 中 える も の が で き あか っ て | ( 
ーー その イラ スト に も 、 ス ペー スワ ー ル ド 
[ パー ジョ ン に も 、 月 に 顔 が あり ませ ん よね 。 : 
“ 顔 が 描か が れ た の は 、 い つ だ っ た ん で すか ? 
ルキ ッ ド な どの キャ ラ も で き て いた ん で す : 
けど 、 実際 どう いう イメ ー ジ の ゲー ム な の : 


きた か ら 、 文 句 は 言え ませ ん よね ・ 。 けど 
Mm し か が RsN あの 月 が 入る まで は ゲー ム 全 体 
が 淡泊 だ っ た ん で す よ 。 デモ シー ツン や スタ 


か が は っ きり し な く て … *o だ いた い 町 が よ 
く な いな あと いう 話 も あっ て 


高野 前 作 と 同じ 、 間 筐 軸 の 前 だ っ た ん で 
すね 。 こ れ じ ゃ あ 、 yy か 基 作ら SC 


いる 感じ が し な いな と 恩 っ 

小泉 で 、 講 か ら カ ー ニ バル と いう 

を 提案 され て 、「 そ れ で 行こ う 」 っ て すぐ 
に 決ま り で し た ね 。 


今村 今回 は 僕 が 最初 に いろ いろ 注文 を つ 
けた ん で 、 マッ プ デ ザ イナ ー は か な り 悩 ん 


あっ て 、 す ご いも の が で きた よね 。 





















ゆう せい ふう に 


り ま し た ね 。 最 初 は 。 中 世 風 の 町 で 、 


OPD 
影 | よう な 感じ だ っ た ん で す 。 そ ん な と き 中 野 | 


(祐輔 氏 = 0 ツー MKAFN ) 
が 描い た 絵 が あっ て 、 それ を 見 て みん な で 
「 こ の 世界 で し ょ う ! 」 ご < 

小泉 スペ バーズ ヌー ル ド に 出展 する と いう 


その と き に キー ワー ド と 説明 し な けれ ば な 
ら な いこ と を 書き 出し た ん で すけ ど 、 ど う 


| も 癌 いん で 、「 イ メー ジイ ラス ト を エン ピ 


ツ で ちょ ちょ いと 描い て ] っ て 中 野 に お 願 
いし た ん で す 。 そ し た ら 彼 が 色 を つけ て 仕 
上げ て き て 驚い た ん で すけ ど 、 その 絵 を 見 : 
で 「 こ の 世界 で いこ う 」 っ て 完全 に ゴー が : 
出 まし た ね 。 


rrtengt へ ぐい! 
トー で EL | 友 ロ デ フ 


r『 褒 は 
ロー ニ さき 人 は 琴 EEi 宇 上 OH 。 央 山 へ の 恒 


RT , 稚 r 濡 十 苦 ご で すす N せ 


NE 
の ロー ウッ 』 


ざさ し 


じゅ ん ば ん 


うこ と で す よ ね 。 ゲーム っ て 、 脱 騰 か ら 順番 : 
を 作っ た と き に 、 ひっ くり 返し ネタ っ て いう 
〔 の を 考え て た ん で す よ 。 部 屋 が ひっ くり 返っ 


に 作っ て いく イ メー ジ が ある ん で すけ ど … 


。 : 例 村 それ は 映画 と 一 繕 で す よ 。 池 後 の カ 


ッ ト を 最初 の 日 に 撮っ た り と か … 
で も 、 設 箇 は ロケ 地 や 合計 の 部 


小泉 ああ 、 な る ほど … 。 映画 っ て 、 ポッ 


ト と か ロケ と か に 、 すご く お 釜 が か か る じ 
ゃ な いで すか 。 で も ゲー ム は 、 この 琶 定 に : 
| する な ら と っ ちの 素材 を 使 お うか と か 、 い 
0 ほ | うい う 舞 台 の 入れ 替え が お 金 を か けず に で 
| 。/_ の | さる ん で すね 。 あ る ネタ を うま く 説 明 す る : 
中 売 削 に 公開 さ : 
滑 れ て いた 和男 面 : 
上 写真 。 月 は 、 単 : 
上 な る 月 で 、 念 : 
か ら 思 えば だ き 
、 0 ン の 


た め に 、 世 界 の 設定 を まる ご と 変え て し ま 










TD 


こ が 映 画 と 貼 う と ころ で す よ ね 。 映画 は 、 







: 大 と 7 きっ ちり 線 を 引い て お か な いと 作 
れ な いで すし ね 。 た と えば 、 今回 の 月 の ケ 
ー ス に し て も 、 顔 の ある 月 を 最後 の 最後 で 
: や っ と 淳 か べ る な ん て こと は 、 映画 で は で 
: き な い こと で す よ ね 。 ど こ に 時 間 や 力 を そ 
: そ ぐ の か っ て いう の は 、 ゲ ー ム と 映画 で は 
に | ずい GA 違う と 思い ます 。 寺 R 
: 高野 冒頭 の 部 分 を 最初 に 作り 、 後 半 を 
作っ て みた ら パ ラン ス が 呈 く な っ た の で 、 
| も う 一 度 冒 頭 を 作り 直し て みる っ て いう の 
: も 、 平気 で や り ま すか ら ね 。 


rr で 名 潜 母 著 遂 叶 テー エン Oi 任 び 放 合 信 


き 間 て で 多く の 人 か 動い て い | | 
( | 委 有 今村 が ボス の シー ン で 7 


を スタ ジオ に 置い て お ける の は この 自 ま 








ー-- それ を や り 出 す と 、 キ リ が な いん じ 
ゃ な いで すか ? NN 
高野 そう 、 順 繰り に 、 こね て こね て 平ら 


に する 作業 を 延々 と ( 笑 )。 


: 小泉 今回 は か っ ちり と 時 間 が 決め られ て 
| いた ん で 、 無理矢理 に 終わ ら せ ま し た 。 そ 
: の お か げ で 、「 あ れ は ガマ ン す る か ら 、 こ 
: れ を こう し よう 」 と いう 取 搭 選択 が よっ き 


り 行え ま し た けど ね 。 


で こり よう と 


| 一 容 還 的 な こと で 、 折 り 合 い を つけ な 
けれ ば な ら な いこ と も あり ます か 3 

: 窟 村 容量 は 、 今回 は キツ か っ た よね 。 

: 苗 野 前 っ て 削っ て - 、 奈 っ た か ら これ を 
( 作ろ うと いう 感じ で 。 あと 少し 足り な いっ 
: て な る と 、 余分 な 部 分 を 探し て 探し て ほじ 


くっ つて ほじ くっ て ( 笑 ) 


SN we 


どい 、 人 2 


NRR2oanenat 


。 ス の 多 前 ほ 





オヨ ー ク 、 ソン ルン 2 


て ん ちぎ ゃ 


一 ロッ クビ ル の 神 騰 の 天地 逆転 ネタ っ 
今村 最近 ( 笑 )。 小泉 に ずっ と 頼ま れ て い ' 
た ん や けど 、 ポス キャ ラ と か いろ いう 仕事 
[ が あっ た し 。 1 月 か ら 月 や な か っ た か な … 
っ まり 月 の 深 b、 それ 詳 の ネタ と い | 


て いう の は 、 あり そう で な か が っ た 、 すご く 
[ゼル ダ 」 的 な ネタ で し た ね 。 


| 高野 あれ は 販 洛 が め た た め て いた ネタ の 


ひと つ だ っ た ん で す 。 
人 村 僕 も グレ ー ト ベイ の 神殿 の グ 0 


て 、 水 が ド パ ー っ て 落ち て くる っ て いう … 


二 NN SN 、 清 料 さん は ボス キャ ラ を 作る と き 
、 そう し て いる だ け で 、 暗 接 か ら 晶 後 まで 衣 | 
: 計 図 が で きた 上 で 、 そ うし て いる と 思う ん : 
: で すね 。 ' 
だ みた いで す 。 町 を 作っ て いた 四方 (時 〔 
氏 = フ ィ ー ル ド デ ザイ ナー ) な ん か 、 最初 
は 泣い て た よ な ( 笑 )。 け ど 悩 ん だ 甲斐 が | 


に 、 細部 の 動き まで 全部 考え て いる ん で す 
か ? た と えば オド ル ワ の あや し げ な 踊り 
が 


| 今村 うー ん …、 適当 、 っ て 言わ な い ほう 
が いい で し ょ う ね え ( 笑 )。 も う 、 綿密 に 


( 笑 )。 最初 は 、 [踊る の が オ ドル ワ な ら 、 
サカ ナ の ボス は オヨ ー グ や な あ 」 っ て 考え 
て た ん で す 。 ゴー トド は ハシ ル ワ ー と か ( 甘 )。 

「 こ の 名 前 は な いや ろ 」 っ て 言う 人 と 、 「 え 


さん ぴり ょ うろ ん 


| え や ん 、 コ レ 」 っ て 言う 人 と 次 償 両 諭 や っ 
うと いう こと も で き て し まう ん で す よ 。 そ : 


た ん で すね 。 最終 的 に は 無難 に まとめ と こ 
うと 題 っ て 、 オ ドル ワ 以 外 は 変え て し まっ 
た ん で すけ ど 。 
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『 
















小泉 メモ リー 誠 バ ッ ク は 、 キャ ラ 


く 動く っ て いう の が 特徴 な ん で 。 [ボス は と 


に か く 動か し まし ょ う 」 っ て いう の を 最初 
か ら 決 め て いた ん で す 。 だ か ら ボス の 動き 
は 削る べき じゃ な いと 題 っ て いま し た し …。 
局 野 4 体 と 数 は 少な いけ ど 、 その ぶん 印 
象 に 残る あんじ ゃ な いか と 暑い ます ね 。 

ラ 村 . ボス の 攻略 法 を これ まで と は ェ え た 
いと 思っ て いた ん で す 。 声 蔵 っ た 人 も 多い 
と 皿 うん で すけ ど -| 。 最初 に この アイ テム 
で こう や っ て 、 次 に これ を は ず し た ら 剣 で ダ 
メー ジ 、 と いう よう な 正解 / パ (ター ン は あえ て 
や め た ん で す よ 。 な ん と な く 攻 撃 し て て も ダ 
メー ジ を 与え られ る … 、 それ で ええ か な と 。 
どの 到 凌 を し て いて も 相 な ん で す 
よね 。 も っ と 効率 の いい 倒し 方 が ある ん じ 
ゃ な いか っ て …。 

ララ 村 一 応 あ る ん で すけ ど ね 。 オド ル ワ な ん 
0 回 転 困 り で 負 殺 で きる じゃ な いで すか 。 
志 か 全曲 の 侍 で ? 

今村 いや 、 普通 の 刻 で も 。 1 回 ヒッ ト す 
で 、 人 ハマ っ た みた い に 之 区 で 当たる ん で 
す よ 。 そ うい う 倒 し 方 を し た 人 も いる ん じ 
ゃ な いか な … 

小泉 けど 、 オド ル ワ が いち ば ん 落 か っ た っ 
て いう 意見 が 、 ユー ザー か ら は 多い で す よ 。 
0 ヨー グ が いち ば ん つら か っ た で す 。 
小泉 グ ヨ ー ー グ で 苦戦 し て し まう の は 、 僕 
の せい で も ある ん で す 。 僕 は ゾー ラリ ンク 
の プレ イヤ ー 操作 設計 も や っ て いた ん で 
-。 とにかく 「 水 も の 」 っ て び に する の 
が 難し く て 、 AN - ラ で 洲 ぐ の は 気持 ちい い 
ご で 、 これ で 攻撃 する に は どう すれ ば いい 
の か ずっ と 考え て いて - 5 ダレ ー ト ベイ の 
神 典 が 難し いと いう の も 、 Wi リン グ の 
操作 性 の せい で も ある ん じゃ な いか と 号 っ 
て いる ん で す 。 も う 少 し ス トレ ス の な い 押 
作 設計 も で きた ん じゃ な いか な と 、 少し 心 
残り が あり ます ね … 








mm 


入っ つけ ん 


ーー や れ ば や る ほど こま か い ネタ の 人 
が あっ て 落 く ん で すけ :、「 い くら や りこ 
ん だ 人 で も 、 こ れ は 知ら な い だ ろ う 」 っ て 
いう ネタ っ て あり ませ ん か ? 
0 。 ロ マー ニ の お 面 を ゲッ ト し た 後 、 も 
う 一 度 ク リ ミ ア さん の ミル ク 還 び を 成功 さ 
せる と … 
NN 名 っ て ます 。 うれ し か っ た で す ( 笑 )。 
小泉 あれ は ミス で うま れ た ん で す よ 。 リ 
1 YNKURB YS 
く 近 くに セッ ト し すぎ て 顔 が ク ゲ に め 
りこ ん じゃ っ た ん で す よね 。 それ て 
すぐ に 仕様 を 書い た ん で す 。 意 野 と 8 人 で 、 
「 こ れ は や っ ぱり 、 男 の コ の 夢 だ よね ・ 4 
っ て ( 笑 )。 


は つば い ご 


発売 後に ユー ザー か ら 戻 っ て きた た 意 


けん に ん て ん どう 


見 (任天堂 の ロロ で 、 ユ ー ザ ー か ら の 感 
を メー ル で 募集 し て いる ) で 、 印 式 に 残る 
も の は あり まし た か ? 
島野 3 日 間 シ ステ ム に 対す る 上 声 戴 い は 、 
当 釣 あ る だ ろ ろう な と 僕ら も 思っ て いた ん で 
す が 、 思 っ て いた より は 少な か っ た で す 。 
9 日 間 シ ステ ム は わか り づ らい けど 、 で 41 
な 理 有 し た 発 に は お も し る いも の が ある ん 
… と 、 自 分 た ち に 言い 聞か せな が ら 作っ 
て いた ん で すね 。 だ か ら 導 四 と 括っ た も 
の を 体験 で き て よかっ た 」 み た いな 意見 が 
多く ぐ で : うれ し か っ た で す 。「 間 違っ て な 
か っ た な 」 っ て 皿 え て 。 
小泉 それ ぞ れ の イベ ント は 作っ て あっ た 
ん で すけ ど 、 団員 手帳 の 仕組 み を 作っ た の 
は 発売 の ら カ 月 際 らい 前 な ん で す よ 。 や る 
っ て 決め て いた ん で すけ ど 、 後 で いい だ ろ 
うっ て ずっ と 手 を つけ て いな か っ た ん で 
す 。 実は 今年 に 入っ て 、 「 も う 止 め と こう 
か 。 容 置 も な いし - -] っ て いう 語 も あっ た 
ん で す よ 。 で も 、 団員 演 帳 と いう アイ テム 
が な いと 、 た だ / パラ バラ の イベ ン ト か 存在 
する だ け で 、 3 日 間 シ ステ ム も 理解 し づら 
WM 族 び その も の が わか ら な く な る と 時 
っ つて いた ん で す 。 で 、 濱 口 (貴広 氏 = ア イ 
KERAe Am DA 「 と に か く や る か ら 」 
っ て 仕様 を 渡し て 、 _ 他 に も いろ いろ な 人 
に 迷惑 を が け て 組み 上 げ て も らい 、 ちゃ ん 
選 全 き だ の の が ロム 出し 直前 で し た 。 で も 、 
お も し ろ い か どう か の 手応え は わか ら な か 
っ た ん で す よ 。「 最 初 の 3 日 間 で 月 が 落ち 
ーー 時 の オカ リナ を 


だ ん いん で て 


員 手 帳 を ゲッ ト し た ら お も 
見 が 3 











93 計 か 拉 ウレ スチ た 

知っ て いる 方 た ち で す 。 ー 
0 前 作 を 経験 し て いる 人 た ちの ほう 

、「 僕 た ち は で きる けど 、 初め て 「 ゼ ル 
タフ レイ ず 5X に 3 じ xp 
か 」 っ て 心配 し ます よね 。 で も 、 実際 は そ 
ん な こと は な か っ た みた いで す 。 
Ne 理 定 的 な 意見 で 多かっ た の は ? 
小泉 圧倒 的 に セー AVN 9 
「 い つ で も セー ー プ で きる よう に し て ほし か っ 
た ] と いう 意見 。 他 に は 、[「 ゆ っ くり じ っ く 
り 内 え た い ゲー ー ム な の に 、 時 間 が 過ぎ て い 
く の が イヤ だ っ た 」、 と か が 。 
「 時 の オカ リナ 」 と くら べ て …、 と 
いっ た 意見 は あり まし た か ? 
今村 「 前 の 方 が よかっ た 」 と いう の は あ 
まり 見 な いけ ど 、「 今 回 の 方 が よかっ た 」 
っ て いう の は ちら ちら 見 る か な あ 。 
小泉 「 カ メラ に 酔う 」 っ て いう 意見 は 多 
いで す よ ね 。 僕 の 中 で 分 析 し て いる の は 、 
デ ク ナ ッ ツ リン ク に 変身 し た と き は カメ ラ 
の 位置 が 下がる ん で すね 。 し か も 、 和己 人 7 
びょん びょん 氷 ね て いる こと が 多 い ので 、 
カメ ラ が 天 定 し な い 。 それ で 酔い や すく な 
る の で は と 央 っ て る ん で すけ ど - 1 
今村 そう いえ ば 、 つい 発行 かぁ あ 
っ た ん で す よ 。 夜 の 宴 会 で 、 僕 は 宮本 や 手 
塚 と 一 緒 に いた ん で すけ ど 、 他 の 部 閉 の 新 
人 の 女のコ が や っ て き て 、 お ちょ とこ を 口 に 
くわ えて 、 刺 身 に つい て いる 花 を 両手 で 名 
に 持ち 「 デ ク ナ ッ ツー」 っ て ( 笑 )。 も う 、 
お つけ の いか ね 人 
(爆笑 ) 





Yo Pe Con7jnoegd。。。 ( 


来 月 も 引き 続き 3 人 に 「 ム ジュ ラ 」 を 語っ 

て いた だ さま す 。 六 月 は 容 守 で き な か っ た 
ちん な 庄や こん な 語 が た っ りあ る の で 、 
お 楽し み に 




































まう 


労 女 / 種 族 / 英 ・ 味 方 を 問い ませ ん 。 生 和 NSRISSKNat 
リン ク の 場合 、 仮 面 で 変身 し た 後 の 姿 で も か まい ませ ん ( 例 ・ ゴ ロン リン ク )。 
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* 
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* 
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* 
・ 
* 
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画面 に 表示 され る 24 枚 の お 面 の 中 か ら 、 好 き な 1 枚 を 書い て くだ さ 


ミカ ウ を 助け る と き に 、 海 岸 の ボー 
ト を 使っ て 助け る と 思い 、 ボ ー ト の 
上 で 「 い や し の 油 」 を 吸い て いた 。 


オカ リナ メロ ディ 、 そ れ ぞ れ の 場所 の BGM、 
な 音楽 を 書 し MM で くだ さい 。 


人 
し ず ] 


CE 生生 生ま 玉 まま まま 入 まま まま まま る まま まま る まる な まま まあ る また まる まる まる る まま まま まま る ある あま る る る 


沈 仙 登 学 
ラウ ウ ウ ウ ウ ウ ウ ウツ 


誰 に で も 、 人 に は 言え な い 恥ず 
っ た と き 、「 な ん て まめ ぬけ な 
。 と くに 思い 浮か ば な い 場 合 は 、 
、 悩 ん だ DNS さい 。 


遼 り CT 一 壮 S 
中 mW て 壮 ビ ご 訓 町 


お いし い ボ けり まり て でき お ね 
イケ ナ ー タ 


ご 汗 
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@ ハ ガキ に 住所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番号 ・ 欲 し い プ レ ゼ ント の 番号 ・ ゼ ル ダ な ん で も _』、〒102-0074 
ラン キン グ の 回 答 を 記入 の 上 、 右 の 宛先 まで ご 応募 くだ さい 。 ラ ン キン グ の 集計 信じ - 粒 東京 都 千 代田 区 九段 南 1-5-13 共同 ビル 2 号館 


は 7 月 10 日 で 締め 切り ます が 、 プ レ ゼ ント の 応募 は 月 21 日 まで 受け つけ ます 。 ・ 0 YS 
@ 応 募 ハ ガキ の 書き 方 は 、 上 の 例 を よく お 読み くだ さい 。 64 ド リー ム |「 ゼ セル タダ な ん で も ラン キン グ 」] 係 





